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我が国のＩＴ戦略の歩み

出所： IT 新改革戦略（概要）
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ＩＴ新改革戦略

出所： IT 新改革戦略（概要）
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沖縄の情報通信関連産業の現状
● 諸施策の結果

– 県外企業進出数 ： 180 社
– 雇用者数 ： 15,466 人
– 売上規模 ： 約 2,000 億円
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表 1. 県外企業進出数 表 2. 雇用者数

出所：沖縄県 観光商工部 情報産業振興課 業種別・立地年度別雇用者数 (H20.7.1 現在）
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沖縄の情報通信関連産業の課題
● 「低コスト」から「高付加価値・多様化」

– 産業構造を高度化・多様化
● ソフトウェア産業の振興促進
● コンテンツ産業の振興促進
● 情報サービス業の振興促進

持続的な発展
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課題に対する施策の検討
● 新・沖縄情報通信産業振興のための研究会の発足

– 趣旨
● 民間主導型 IT 振興策の検討

– 期間
● 平成 18 年 4 月～ 7 月

– メンバー
● 東京側 53 企業・団体等、沖縄側 30 企業・団体等

– メンバーからの提案
● 沖縄ソフトウェア・オフショアセンター構想
● 沖縄トラステッドネットワークプロジェクト
● データセンター（バックアップ／ DR ／システム運用）
● 共用型 DR センター
● データセンターグリッド
● その他 25 の構想等
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課題に対する施策の検討
● 新・沖縄情報通信産業振興検討会の発足

– 趣旨
● プロジェクト実現に向けた具体的検討

– 期間
● 平成 18 年 11 月～平成 19 年 3 月

– 検討結果
● 最も実現性の高いビジネスモデルとして評価選択

沖縄ソフトウェア・オフショアセンター整備モデル実証事業

沖縄データセンター整備モデル実証事業
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事業の概要
● 目的
– 我が国情報通信産業全体の競争力強化を図る

● 事業の説明
– 沖縄ソフトウェア・オフショアセンター整備モデル実証事業

● 国内オフショアビジネス可能性を実証

– 沖縄データセンター整備モデル実証事業
● 低コストリソース共用型データセンタービジネス可能性を実証
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沖縄ソフトウェア・オフショアセンター整備モデル実証事業

● 提案事業テーマ
– 先進的開発基盤整備と分散開発

環境の実証

● 事業概要
– 高セキュリティ下における高度分

散型ソフトウェア開発環境の構築
（トラステッドネットワークインフラ）

– 高品質確保可能な共通開発手法
の開発
（分散開発手法 BEACH ）

– 多様なソフトウェア開発における
再利用可能なソフトウェアコン
ポーネントの開発
（ガバメントフレームワーク）

– 最先端ソフトウェア開発環境の有
効性の実証

分散受注方式

受注企業（とりまとめ）

  ソフトウェア開発環境
トラステッドネットワークインフラトラステッドネットワークインフラ

ソフトハウス

ＩＴ企業

分散開発

分散開発

受
注
受
注

納
品
納
品

開発拠点（東京）

インテグレータ

分散開発

学生ベンチャー

分散開発

上流プロセス受託開発能力向上／品質を強みとした競争力醸成上流プロセス受託開発能力向上／品質を強みとした競争力醸成

大型開発受注の拡大／オフショア開発の実現

発注者
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事業の実施体制

㈱おきぎんエス・ピー・オー（管理法人）㈱おきぎんエス・ピー・オー（管理法人）

㈱㈱インターフュージョンコンサルティングインターフュージョンコンサルティング

㈱㈱豆  蔵豆  蔵 サン・マイクロシステムズ㈱サン・マイクロシステムズ㈱

県内企業３社県内企業３社 県内企業３社県内企業３社

伊藤忠テクノソリューションズ㈱伊藤忠テクノソリューションズ㈱

トラステッドネットワークインフラ ガバメントフレームワーク

高セキュリティ下における高度分散型ソフ
トウェア開発環境の構築

高品質確保可能な共通開発
手法の開発

多様なソフトウェア開発における再利
用可能なソフトウェアコンポーネントの
開発／三つの成果物を活用したソフト
ウェア開発ビジネスモデルの実証

分散開発手法
（ＢＥＡＣＨ）

コンソーシアム
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沖縄データセンター整備モデル実証事業
● 提案事業テーマ

– リソース共用型ＤＣサービスの開発・実証

● 事業概要
– 平常時のサービスと災害時のサービス
– 同時被災の可能性の低い顧客の分散（リスク分散）
– 被災した顧客に対応する共用復旧リソース開発を行うことで、リソースコストの
負担軽減、災害時コストパフォーマンスの追求、空きサーバーの再利用の実現を
目指す
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事業の実施体制

日本電気㈱（管理法人）日本電気㈱（管理法人）

NECNEC ソフト沖縄㈱ソフト沖縄㈱ ((独独 ))産業技術総合研究所産業技術総合研究所ファーストライディングファーストライディング
テクノロジー㈱テクノロジー㈱ 琉球大学琉球大学

ビジネスモデルの開発 サービス運用方式の確
立
緊急時の業務復旧技
術の開発
ユーザインタフェースの
開発

平時サービス基盤の構築
リソースの即時開放技術の開発

技術開発の目標及び
成果に対する評価
ビジネスモデルの検討
に対する評価
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成果物の公開
● URL:http://ogb.go.jp/keisan/2406/index.html
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沖縄ソフトウェア・オフショアセンター整備モデル実証事業

高セキュリティ下における高度分散型ソフトウェア開発環境の構築
（トラステッドネットワークインフラ）

多様なソフトウェア開発における再利用可能な
ソフトウェアコンポーネントの開発
（ガバメントフレームワーク）


